
令 和 ３ 年
11月19日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
区
域
の
指
定

（
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
）
…
…
…
一

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
（
畜
産
振
興
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
保
安
林
（
山
口
市
）
（
森
林
整
備
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
の
認
定
（
監
理
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
区
域
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
供
用
の
開
始
（
道
路
整
備
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

准
看
護
師
試
験
の
実
施
（
医
療
政
策
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
選
管
告
示

政
治
団
体
の
名
称
等

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

政
治
団
体
の
異
動
事
項

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

解
散
等
に
係
る
政
治
団
体
の
名
称
等

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

資
金
管
理
団
体
の
名
称
等

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

政
治
資
金
規
制
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
該
当
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
資
金
管
理
団
体
の
名
称

等

五
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
十

七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
指
定
区
域
と
し
て
指
定
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
区
域

宇
部
市
大
字
西
沖
の
山
字
西
沖
一
三
番
二
か
ら
一
三
番
五
ま
で
の
う
ち
別
図
に
示
す
区
域

二

埋
立
地
の
区
分

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
省
令
第
三
十
五
号
）
第
十

二
条
の
三
十
一
第
一
号
に
規
定
す
る
埋
立
地

（
別
図
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
及
び
山
口

県
宇
部
環
境
保
健
所
に
備
え
置
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
区
域

宇
部
市
大
字
西
沖
の
山
字
西
沖
一
三
番
三
の
う
ち
別
図
に
示
す
区
域
及
び
山
陽
小
野
田
市
大
字
西

沖
字
西
沖
一
五
番
一
の
う
ち
別
図
に
示
す
区
域

二

埋
立
地
の
区
分

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
二
条
の
三
十
一
第
一
号
に
規
定
す
る
埋

立
地

（
別
図
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
及
び
山
口

県
宇
部
環
境
保
健
所
に
備
え
置
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
報
告
を
求
め
る
。

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
関
す
る
告
示
（
令
和
三
年
山
口
県
告
示
第

百
九
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

実
施
の
目
的

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓ま

ん

延
を
防
止
す
る
た
め

二

報
告
す
べ
き
者

報
告
の
対
象
と
な
る
期
間
の
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て
、
飼
養
し
て
い
る
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず

ら
、
き
じ
、
だ
ち
よ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
及
び
七
面
鳥
（
以
下
「
鶏
等
」
と
い
う
。
）
の
羽
数
の
合
計

一
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次
















が
百
羽
以
上
又
は
飼
養
し
て
い
る
だ
ち
よ
う
の
羽
数
が
十
羽
以
上
で
あ
る
農
場
の
所
有
者

三

報
告
す
べ
き
事
項

二
に
掲
げ
る
農
場
に
お
い
て
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
間
（
初
回
の
報
告
に
あ
っ
て

は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で
の
間
）
に
飼
養
し
、
及
び
死
亡
し
た
鶏
等
の

羽
数
そ
の
他
鶏
等
の
羽
数
の
増
減
に
関
す
る
事
項

四

報
告
書
の
提
出
期
限

報
告
の
対
象
と
な
る
期
間
の
初
日
の
属
す
る
週
の
翌
週
の
月
曜
日
正
午
（
初
回
の
報
告
に
あ
っ
て

は
、
令
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日
正
午
）

五

報
告
書
の
提
出
先

二
に
掲
げ
る
農
場
の
所
在
地
を
所
管
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所

六

そ
の
他

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
報
告
す

る
こ
と
。

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

山
口
市
阿
東
徳
佐
上
字
船
方
一
〇
〇
〇
二
の
八
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
山
口
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
山
口
市
経
済
産
業
部
農
林
政
策
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
の
認
定
を
し
た
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

起
業
者
の
名
称

岩
国
市

二

事
業
の
種
類

川
下
供
用
会
館
等
駐
車
場
整
備
事
業

三

起
業
地

㈠

収
用
の
部
分

岩
国
市
中
津
町
二
丁
目
地
内

㈡

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

㈠

法
第
二
十
条
第
一
号
関
係

川
下
供
用
会
館
等
駐
車
場
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
三
条
第
三

十
一
号
及
び
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
施
設
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈡

法
第
二
十
条
第
二
号
関
係

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
岩
国
市
は
、
一
般
会
計
に
よ
り
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
十
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈢

法
第
二
十
条
第
三
号
関
係

ア

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
、
駐
車
場
を
拡
張
整
備
し
て
川
下
供
用
会
館
及

び
川
下
出
張
所
の
利
用
者
の
利
便
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
有
効
活
用

が
図
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

イ

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
本
件
事
業
に
係
る
施
設
（
以
下
「
本
件
施

設
」
と
い
う
。
）
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
環
境
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
起
業
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
起
業
地
の
周
辺
に
お
い
て
、
起
業
者
が
保
護
の
た
め
に
特

別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
及
び
文
化
財
は
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
が
周
辺
環
境

に
与
え
る
影
響
は
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ

本
件
事
業
の
起
業
地
は
、
本
件
施
設
の
利
用
者
の
利
便
性
が
高
い
こ
と
等
を
条
件
と
し
て
、

二
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三
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
上
で
選
定
さ
れ
て
い
る
。

エ

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈣

法
第
二
十
条
第
四
号
関
係

ア

本
件
事
業
は
、
駐
車
場
を
拡
張
整
備
し
て
川
下
供
用
会
館
及
び
川
下
出
張
所
の
利
用
者
の
利

便
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
早
急
に
実
施
さ
れ

る
べ
き
事
業
で
あ
る
。

イ

本
件
事
業
の
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
施
設
の
規
模
等
に
比
し
て
必
要
最
小
限
の
も
の
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。

ウ

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ

る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

五

起
業
地
を
表
示
す
る
図
面
の
縦
覧
場
所

岩
国
市
市
民
生
活
部
市
民
協
働
推
進
課

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

下
関
美
祢
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

美
祢
市
西
厚
保
町
原
字
井
手
ノ
上
五
九
二

の
一
地
先
か
ら

同
市
西
厚
保
町
原

同
字
五
九
一
の
一
三

地
先
ま
で

旧

最
狭

十
九
・
二

最
広

二
二
・
二

六
二
・
三

新

最
狭

十
九
・
二

最
広

二
五
・
一

六
二
・
三
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

下
関
美
祢
線

美
祢
市
西
厚
保
町
原
字
井
手
ノ
上
五
九
二
の
一
地
先
か
ら

同
市
西
厚
保
町
原

同
字
五
九
一
の
一
三
地
先
ま
で

令
和
三
年
十
一
月
二

十
日

公

告

（
二
四
三
）
准
看
護
師
試
験
の
実
施

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
八

条
の
規
定
に
よ
り
、
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

試
験
の
日
時

令
和
四
年
二
月
十
五
日
（
火
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

二

試
験
の
場
所

山
口
市
秋
穂
二
島
一
〇
六
二
番
地

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

三

受
験
資
格

法
第
二
十
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

四

受
験
願
書
の
受
付
期
間

令
和
四
年
一
月
七
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月
十
四
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
、
一
月

十
四
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
有
効
と
す
る
。
）

五

受
験
願
書
の
提
出
先

二
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山
口
市
滝
町
一
番
一
号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）

山
口
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
課

六

提
出
書
類
等

㈠

受
験
願
書

㈡

受
験
資
格
証
明
書

㈢

写
真
（
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
出
願
前
六
月
以
内
に
撮
影
し

た
無
帽
、
正
面
向
き
及
び
上
半
身
像
の
も
の
と
す
る
。
裏
面
に
は
、
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を
記

入
す
る
こ
と
。
）

七

受
験
手
数
料

六
千
九
百
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入

証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

八

合
格
者
の
発
表
等

㈠

合
格
者
の
発
表
は
、
令
和
四
年
三
月
十
五
日
（
火
曜
日
）
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口

県
庁
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
内
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
山
口
県
健
康
福
祉
部
医
療
政

策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

㈡

試
験
の
得
点
の
開
示
は
、
山
口
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
課
に
お
い
て
行
う
の
で
、
試
験
の
得

点
の
開
示
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
験
者
は
、
合
格
者
の
発
表
日
以
後
、
受
験
票
を
提
示
し
て
そ
の

旨
を
知
事
に
申
し
出
る
こ
と
。

九

そ
の
他

㈠

受
験
願
書
等
の
請
求
は
、
山
口
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
課
に
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三

三－

二
九
二
八
）
に
す
る
こ
と
。

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の

名
称

代
表

者
会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

そ
の
他
の

事
項

備
考

（
届
出

年
月
日 ）

氏
名
公
職
の
種
類

自
由
民
主
党

山
口
県
参
議

院
選
挙
区
第

三
支
部

北
村
経
夫
参
議
院
議
員

山
秀
夫
山
口
市
神
田
町
５
番
11号

政
治
資
金
規

正
法
第
19条

の
７
第
１
項

第
１
号
に
係

る
国
会
議
員

関
係
政
治
団

体

令
和
３
、
９
、
10

自
由
民
主
党

山
口
県
衆
議

院
支
部

林
芳
正
衆
議
院
議
員
徳
見
秀
明
宇
部
市
琴
芝
町
２
丁
目
１
番
30

号
〃

〃
10、
22

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
の
事
項

備
考

（
届
出

年
月
日 ）

井
川
宏
海
後
援
会
井
川
宏
海
井
川
宏
海
柳
井
市
天
神
12番
11号

令
和
３
、

９
、
30

伊
藤
和
貴
後
援
会
山
本
伸
雄
松
村
和
明
山
口
市
中
河
原
町
４
番
５

号
〃
〃
24

岡
村
茂
樹
後
援
会
岡
村
茂
樹
岡
村
敬
子
柳
井
市
伊
保
庄
4045

〃
〃
８

川
口
隆
之
後
援
会
川
口
隆
之
川
口
祥
子
岩
国
市
南
岩
国
町
５
丁
目

43番
21－
５
号

〃
〃
24

浩
友
会

西
川

浩
西
川

浩
宇
部
市
大
字
中
宇
部
122

の
４

〃
10、
１

長
友
光
子
後
援
会
大
越
國
義
大
越
國
義
柳
井
市
伊
陸
142の

１
〃
９
、
27

和
草
会

伊
藤
和
貴
木
村
克
己
山
口
市
吉
敷
下
東
２
丁
目

９
番
17号

〃
〃
24

萩
の
明
る
い
未
来
國
分

整
國
分
浩
子
萩
市
大
字
土
原
508の

１
〃
〃
６

モ
リ
カ
ケ
・
桜
の

嘘
を
許
さ
な
い
！

市
民
の
会

豊
嶋
耕
治
廣
岡
逸
樹
下
関
市
中
之
町
７
番
７
号

〃
10、
７

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
異
動
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
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令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

異
動

内
容

備
考

(

)

異
動

年
月
日

新
旧

自
由
民
主
党
須
佐
支
部

山
本
隆
志
会
計
責
任
者
藤
井
隆
弘

山
本
隆
志

令
和
３
、

７
、
17

事
務
所
萩
市
大
字
須
佐

4233
萩
市
大
字
須
佐

2515の
１

自
由
民
主
党
玖
珂
支
部

植
野
正
則
会
計
責
任
者
西
山
泰
弘

倉
田
正
史

〃
10、
１

三
菱
下
関
地
区
本
部
政
治
活
動

委
員
会

徳
野
啓
範
〃

森
本
哲
平

井
上

薫
〃
〃
〃

み
ん
な
の
県
政
を
つ
く
る
会

藤
永
佳
久
事
務
所
山
口
市
中
央
４

丁
目
３
番
３
号
山
口
市
中
央
４

丁
目
２
番
４
号
〃
〃
15

山
口
県
中
小
企
業
政
治
連
盟

和
田
卓
也
〃

〃
本
町
２

丁
目
２
番
16号

〃
〃
５
番
16号

〃
９
、
24

山
口
県
バ
ス
交
通
懇
話
会

松
村
喜
裕
代
表
者
松
村
喜
裕

河
内
秀
夫

〃
10、
26

山
口
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政

治
連
盟

松
山
邦
彦
会
計
責
任
者
山
下
昭
男

西
村
隆
男

〃
９
、
１

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
解
散
等
に
係
る
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散

年
月
日

自
由
民
主
党
山
口
県
参
議

院
選
挙
区
第
二
支
部

林
芳
正
徳
見
秀
明
下
関
市
貴
船
町
４
丁
目
８
番
18号

令
和
３
、

10、
１

穴
井
け
ん
じ
後
援
会

木
谷
行
和
穴
井
洋
子
熊
毛
郡
田
布
施
町
大
字
下
田
布
施
2621

の
８

〃
８
、
31

久
保
田
き
み
子
後
援
会

久
保
田
后
子
久
保
田
克
秀
宇
部
市
大
字
西
岐
波
229の

338
〃
９
、
８

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金

管
理

団
体

備
考

(

)

指
定

年
月
日

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

井
川
宏
海
柳
井
市
議
会

議
員

井
川
宏
海
後
援
会
柳
井
市
天
神
12番
11号

井
川
宏
海
令
和
３
、

９
、
27

伊
藤
和
貴
山
口
市
長

和
草
会

山
口
市
吉
敷
下
東
２
丁
目
９
番

17号
伊
藤
和
貴
〃
〃
23

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金

管
理

団
体

の
名

称
備

考

(

)

資
金
管
理
団
体
で
な

く
な
っ
た
年
月
日

久
保
田
后
子

久
保
田
き
み
子
後
援
会

令
和
３
、
９
、
８

四
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令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


